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行
し
て
い
た
青
旗
社
（köke tuɣ qoriy-a

）
が
編
集
し
て
い
た
。
本
誌
は
戦
時
中
に
日

本
軍
の
支
配
下
に
あ
っ
た
機
関
が
発
行
し
て
い
た
定
期
刊
行
物
で
あ
っ
た
た
め
、
内
容

は
日
本
軍
の
宣
伝
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た
が
、
モ
ン
ゴ
ル
人
作
家
た
ち
の
文
学
作
品
を

は
じ
め
、
当
時
の
モ
ン
ゴ
ル
人
が
書
き
残
し
た
貴
重
な
資
料
を
多
く
収
録
し
て
い
る
た

め
、
一
九
四
〇
年
代
の
満
洲
国
に
お
け
る
モ
ン
ゴ
ル
人
の
文
筆
活
動
を
調
査
す
る
う
え

で
、
ま
た
、
モ
ン
ゴ
ル
語
定
期
刊
行
物
の
研
究
に
と
っ
て
た
い
へ
ん
重
要
な
資
料
と
い

え
る
。
さ
ら
に
、
本
誌
の
表
表
紙
、
裏
表
紙
を
飾
る
絵
は
モ
ン
ゴ
ル
人
に
よ
っ
て
描
か

れ
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
研
究
が
あ
ま
り
進
め
ら
れ
て
い
な
い
内
モ
ン
ゴ
ル

の
近
代
美
術
史
研
究
に
と
っ
て
も
貴
重
な
資
料
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

『
青
旗
』
紙
に
つ
い
て
は
、
筆
者
が
大
阪
外
国
語
大
学
に
留
学
し
て
い
た
関
係
で
、

同
大
学
附
属
図
書
館
石
濱
文
庫
所
蔵
、
未
整
理
の
資
料
の
な
か
に
奉
天
（
瀋
陽
）
や
新

京
（
長
春
）
で
刊
行
さ
れ
た
数
種
類
の
貴
重
な
モ
ン
ゴ
ル
語
新
聞
が
あ
っ
た
こ
と
に
注

目
し
、
そ
れ
を
調
査
し
て
、
一
九
九
五
年
か
ら
研
究
に
利
用
し
て
い
る
（
フ
フ
バ
ー
ト

ル
　
一
九
九
六
「
モ
ン
ゴ
ル
語
定
期
刊
行
物
名
称
考
」『
日
本
モ
ン
ゴ
ル
学
会
紀
要
』
№
二
七
、

四
五
―
五
九
頁
）。
本
紙
の
発
行
と
青
旗
社
に
つ
い
て
は
広
川
佐
保
（
一
九
九
七
）「
一
九

四
〇
年
代
の
日
本
の
対
モ
ン
ゴ
ル
政
策
と
『
フ
フ
　
ト
グ
』
紙
」（『
日
本
モ
ン
ゴ
ル
学

会
紀
要
』
№
二
八
、
二
九
―
四
一
頁
）
が
あ
り
、『
大
青
旗
』
に
つ
い
て
は
二
木
博
史
（
一

九
九
八
）「
満
州
国
時
代
の
モ
ン
ゴ
ル
人
文
学
者
エ
ル
デ
ム
ト
ゥ
グ
ス
の
新
発
見
の
作

品
」（『
日
本
モ
ン
ゴ
ル
学
会
紀
要
』
№
二
九
、
一
―
二
一
頁
）
が
あ
る
。『
大
青
旗
』
誌
の

所
蔵
状
況
に
つ
い
て
は
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
図
書
館
に
第
一
号
、
第
二
号
が
あ
り
（
忒

莫
勒
『
内
蒙
古
旧
報
刊
考
録
一
九
〇
五
年
―
一
九
四
九
年
九
月
』
内
蒙
古
出
版
集
団
　
遠
方
出

版
社
、
二
〇
一
〇
年
、
三
一
二
頁
）、
東
京
外
国
語
大
学
モ
ン
ゴ
ル
研
究
室
に
第
一
号
（
一

九
四
三
年
一
月
）、
第
二
号
（
一
九
四
三
年
三
月
）、
第
三
号
（
一
九
四
三
年
五
月
）、
第
四

二
〇
一
八
年
五
月
九
日
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
で
研
究
を
し
て
い
た
早
稲
田
大
学
政

治
経
済
学
術
院
土
屋
礼
子
教
授
か
ら
筆
者
宛
て
に
次
の
内
容
の
メ
ー
ル
が
届
い
た
。

　
さ
て
、
こ
ち
ら
の
図
書
館
の
所
蔵
資
料
を
探
索
し
て
い
る
内
に
一
九
三
〇
―
四
〇

年
代
に
日
本
側
の
組
織
が
宣
伝
の
た
め
に
発
行
し
た
と
見
ら
れ
る
モ
ン
ゴ
ル
語
の
雑

誌
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。
す
で
に
知
ら
れ
て
い
る
も
の
な
の
か
、

ど
の
よ
う
な
価
値
が
あ
る
も
の
な
の
か
、
モ
ン
ゴ
ル
語
が
読
め
な
い
の
で
、
判
断
し

か
ね
て
い
ま
す
。
誌
面
の
一
部
は
写
真
に
撮
り
ま
し
た
の
で
、
い
く
つ
か
を
サ
ン
プ

ル
と
し
て
フ
ァ
イ
ル
に
ア
ッ
プ
し
ま
し
た
。
も
し
ご
興
味
が
あ
る
よ
う
で
し
た
ら
、

下
記
の
リ
ン
ク
か
ら
、
七
二
時
間
以
内
に
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
下
さ
い
。

　
そ
の
内
の
、
一
つ
の
雑
誌
は
、『
大
青
旗
』
と
い
う
題
名
だ
と
思
い
ま
す
が
、
そ

れ
は
全
部
で
九
冊
あ
り
ま
す
。「
新
京
」
で
印
刷
さ
れ
た
も
の
で
、「
満
州
図
書
株
式

会
社
」
の
販
売
に
な
っ
て
い
ま
す
。
文
献
検
索
で
は
、『
青
旗
』（
フ
フ
ト
グ
）
と
い

う
新
聞
の
研
究
は
進
ん
で
い
る
よ
う
で
す
が
、
こ
の
雑
誌
は
そ
れ
と
関
連
し
て
い
る

の
か
、
す
で
に
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
も
の
な
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
中
に
は
、
モ
ン

ゴ
ル
語
に
よ
る
日
本
語
学
習
コ
ー
ナ
ー
の
よ
う
な
記
事
も
あ
り
ま
し
た
。
ご
教
示
い

た
だ
け
れ
ば
、
あ
り
が
た
く
存
じ
ま
す
。

　
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
五
月
九
日
　
　
土
屋
礼
子

こ
の
メ
ー
ル
に
書
か
れ
た
情
報
か
ら
、
本
稿
の
内
容
は
ほ
ぼ
伝
わ
っ
た
と
思
わ
れ
る

が
、『
大
青
旗
』
は
、
満
洲
国
で
発
行
さ
れ
て
い
た
隔
月
発
行
の
モ
ン
ゴ
ル
語
雑
誌
で

あ
る
。
第
一
巻
第
一
号
（
通
号
第
一
号
）
は
康
徳
十
（
一
九
四
三
）
年
一
月
十
五
日
に
発

行
さ
れ
、
新
京
（
現
、
長
春
市
）
で
モ
ン
ゴ
ル
語
の
新
聞köke tuɣ

（『
青
旗
』）
を
発

〔
資
　
　
料
〕

　
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
所
蔵
満
洲
国
発
行
モ
ン
ゴ
ル
語
雑
誌『
大
青
旗
』（Y

eke köke tuɣ

）

フ
フ
バ
ー
ト
ル

学
苑
・
資
料
紹
介
特
集
号
　
第
九
四
九
号
　
四
二
四
〜
四
四
二
　（
二
〇
一
九
・
一
一
）
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号
（
一
九
四
三
年
七
月
）、
第
五
号
（
一
九
四
三
年
九
月
）、
第
七
号
（
一
九
四
四
年
一
月
）、

第
一
〇
号
（
一
九
四
四
年
七
月
）
の
計
七
冊
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
と
報
告
さ
れ
て
い
る

（
二
木
　
一
九
九
八
、
三
頁
）
が
、
筆
者
が
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
図
書
館
で
二
〇
〇
六
年

八
月
六
日
に
行
っ
た
再
調
査
で
確
認
で
き
た
の
は
第
二
号
の
み
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、

滋
賀
県
立
大
学
で
新
設
さ
れ
た
「
棈
松
文
庫
」
に
元
、
大
阪
外
国
語
大
学
モ
ン
ゴ
ル
語

教
授
棈
松
源
一
の
蔵
書
と
し
て
第
九
号
、
第
一
〇
号
、
第
一
二
号
が
あ
る
。
ま
た
、
同

文
庫
の
設
立
に
貢
献
し
た
内
田
孝
氏
（「
滋
賀
県
立
大
学
図
書
情
報
セ
ン
タ
ー
が
所
蔵
す
る

モ
ン
ゴ
ル
関
連
資
料
の
紹
介
　
―
棈
松
文
庫
と
陳
文
庫
を
中
心
に
―
」、
二
〇
一
七
年
十
一
月
八

日
、
日
本
モ
ン
ゴ
ル
学
会
口
頭
発
表
）
に
よ
れ
ば
、
首
都
大
学
東
京
に
は
本
誌
第
一
号
か

ら
第
七
号
、
第
一
〇
号
か
ら
第
一
三
号
が
あ
り
、
欠
号
は
第
八
号
、
第
一
四
号
（
第
三

巻
二
号
、
一
九
四
五
年
三
月
刊
）
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
上
記
土
屋
礼
子
教
授
が
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学The Lattim

ore Collec-
tion, the Faculty of A

sian and M
iddle Eastern Studies

で
発
見
し
た
本
誌

第
一
号
―
第
八
号
と
第
一
三
号
の
表
紙
と
目
次
の
画
像
及
び
筆
者
に
よ
る
目
次
の
日
本

語
訳
を
掲
載
す
る
。
な
お
本
誌
第
九
号
、
第
一
〇
号
、
第
一
二
号
に
つ
い
て
は
「
棈
松

文
庫
」
展
示
資
料
の
撮
影
を
許
さ
れ
た
の
で
表
紙
写
真
の
み
発
刊
順
に
紹
介
す
る
。
加

え
て
末
尾
に
、
土
屋
氏
がThe Lattim

ore Collection
で
発
見
し
た
青
旗
社
編
『
大

東
亜
戦
争
』（Y

eke ȷ̌egün azi-a-yin bayilduɣan

）（
一
九
四
二
年
四
月
十
一
日
発
行
）

の
表
表
紙
と
奥
付
も
紹
介
す
る
。

以
上
、
本
稿
へ
の
資
料
掲
載
を
ご
快
諾
く
だ
さ
っ
た
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
、
写
真
を

ご
提
供
く
だ
さ
っ
た
土
屋
礼
子
氏
と
内
田
孝
氏
に
深
謝
申
し
上
げ
る
、

な
お
、『
大
青
旗
』
に
つ
い
て
は
、
筆
者
が
二
〇
一
八
年
十
月
二
十
日
に
早
稲
田
大

学
の
「
二
〇
世
紀
メ
デ
ィ
ア
研
究
所 

第
一
二
二
回
研
究
会
」
で
口
頭
発
表
を
し
た
ほ

か
、
二
〇
一
九
年
十
一
月
三
日
に
北
京
の
中
央
民
族
大
学
で
開
催
さ
れ
る
「
第
三
回
モ

ン
ゴ
ル
語
文
献
研
究
国
際
大
会
」
で
「
新
発
見
の
『
大
青
旗
』
誌
数
号
と
モ
ン
ゴ
ル
人

作
家
た
ち
の
作
品
」
の
題
で
研
究
発
表
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

『
大
青
旗
』
第
一
号
（
第
一
巻
第
一
号
）
康
徳
⼗
年
一
月
⼗
五
日
発
行

　
　
　
　（
隔
月
一
回
⼗
五
日
発
行
）�

表
表
紙
（
右
）・
裏
表
紙
（
左
）

All the photos except for one shown above on page 440 are provided by Professor Reiko Tsuchiya 
(Faculty of Political Science and Economics, Waseda University). They were taken at the Lattimore Col-
lection housed at the Faculty of Asian and Middle Eastern Studies Library, University of Cambridge. 
The collection belongs to the Mongolian and Inner Asia Studies Unit at the University of Cambridge.
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『
大
青
旗
』
第
一
号
（
第
一
巻
第
一
号
）
目
次
（
邦
訳
）

表
紙
「
ア
ル
ガ
ル
［
牛
糞
］
を
拾
う
娘
」　	

　

絵
ナ
イ
ラ
ム
ド
ー

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
の
写
真
「
国
軍
閲
兵
式
を
視
察
す
る
貴
族
」

写
真
報
道
［
八
枚
］
大
東
亜
戦
の
時
の
日
本
と
満
洲

祝
辞
　	

　

局
長
バ
ド
マ
ラ
ブ
タ
ン
及
び
マ
ニ
ー
バ
ド
ラ
、
ナ
ム
ハ
イ
ジ
ャ
ブ
　
　
　（
二
）

発
展
す
る
満
洲
国
　	

　（
六
）

満
洲
国
の
二
度
目
の
建
設
と
は
　	

　（
一
三
）

東
ア
ジ
ア
の
文
化
と
世
界
の
文
化
　	

　（
一
五
）

国
際
情
勢
と
民
衆
の
生
活
と
の
関
係
　	

　（
一
一
）

南
洋
に
つ
い
て
の
新
し
い
知
識
　	

　（
二
六
）

清
朝
が
モ
ン
ゴ
ル
を
統
治
し
た
方
法
　	

　（
一
六
）

東
ア
ジ
ア
簡
史
（
上
）　	

　（
八
〇
）

モ
ン
ゴ
ル
の
敵
は
何
か
　	

　

ハ
ス
ト
ン
ガ
ラ
グ
　（
一
四
一
）

ア
リ
ュ
ー
シ
ャ
ン
列
島
を
制
圧
し
た
　	

　（
一
二
八
）

ド
イ
ツ
と
ソ
ビ
エ
ト
と
の
戦
争
に
つ
い
て
　	

　（
一
三
四
）

ソ
ロ
モ
ン
海
で
の
戦
記
　	

　（
九
〇
）

少
年
た
ち
の
質
疑
応
答
　	

　（
一
〇
五
）

宇
宙
の
成
り
立
ち
　	

　（
一
六
六
）

雷
魚
の
不
思
議
　	

　（
一
〇
〇
）

食
物
に
用
心
す
る
理
由
　	

　（
一
五
二
）

時
刻
と
太
陽
の
影
　	

　（
一
七
六
）

詩　
春
の
賛
美
歌
　	

　

ム
ン
フ
バ
ー
ト
ル
　
　（
七
八
）

　
湘
南
島
に
つ
い
て
の
詩
　	

　（
二
四
）

　
運
命
　	

　（
六
七
）

す
ば
ら
し
い
と
こ
ろ
熱
河
　	

　（
八
八
）

モ
ン
ゴ
ル
少
年
た
ち
の
話
　	

　（
一
六
二
）

家
畜
の
改
良
　	

　（
一
五
七
）

重
病
の
治
療
法
　	

　（
一
二
五
）

ど
う
や
っ
て
子
供
の
母
親
に
な
る
の
か
　	

　（
一
四
〇
）

『
大
青
旗
』
第
一
号
（
第
一
巻
第
一
号
）
目
次
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原
稿
募
集
　	

　（
一
五
〇
）

（
子
供
の
話
）
心
は
共
に
　	

　（
六
二
）

笑
い
話
　	

　（
一
五
六
）

漫
画
　	

　（
八
七
、
一
九
三
）

ソ
ロ
モ
ン
海
で
の
戦
争
と
ア
メ
リ
カ
が
報
道
し
た
ニ
ュ
ー
ス
　	

　（
九
九
）

鶏
の
卵
を
分
別
す
る
方
法
　	

　（
一
〇
四
）

初
め
て
出
産
す
る
女
性
に
聞
か
せ
た
い
　	

　（
一
〇
七
）

悪
い
習
慣
は
慎
む
べ
き
　	

　（
三
四
）

書
籍
を
多
く
作
成
す
る
メ
リ
ッ
ト
　	

　（
六
七
）

興
味
深
い
先
生
　	

　（
一
三
九
）

健
康
を
守
る
基
本
知
識
　	

　（
一
四
九
）

人
間
と
家
畜
の
衛
生
　	

　（
一
七
八
）

冬
は
衰
え
て
も
夏
は
栄
え
る
　	

　（
一
六
〇
）

大
青
旗
の
四
季
　	

　（
一
二
七
）

支
援
さ
れ
る
学
生
た
ち
　	

　（
一
〇
）

（
戦
争
文
学
）
土
と
兵
士
　	

　

訳
マ
ー
ニ
ジ
ャ
ブ
絵
ナ
イ
ラ
ム
ド
ー
　
　（
六
八
）

（
国
際
情
勢
）
ア
イ
ジ
二
一
と
い
う
名
の
ス
パ
イ
　	

　

編
集
大
青
旗
　（
一
〇
八
）

（
東
部
満
洲
の
物
語
）
険
し
い
森
　	

　

ば
く
ふ
絵
ナ
イ
ラ
ム
ド
ー
　（
一
八
〇
）

（
物
語
）
チ
ン
ギ
ス
・
ハ
ー
ン
　	

　

訳
マ
ー
ニ
ジ
ャ
ブ
　
　（
三
八
）

編
集
後
記
　	
　（
一
九
四
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
目
次
デ
ザ
イ
ン
　
ナ
イ
ラ
ム
ド
ー

『
大
青
旗
』
第
二
号
（
第
一
巻
第
二
号
）
康
徳
⼗
年
三
月
⼗
五
日
発
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 �

表
表
紙
（
右
）・
裏
表
紙
（
左
）
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『
大
青
旗
』
第
二
号
（
第
一
巻
第
二
号
）
目
次
（
邦
訳
）

表
紙
「
三
月
の
空
」　	

　

絵
ナ
イ
ラ
ム
ド
ー

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
の
絵
「
モ
ン
ゴ
ル
の
兵
士
と
民
衆
が
交
流
を
楽
し
ん
だ
絵
」

 

絵
ふ
く
さ
わ
し
ょ
う
ぞ
う

写
真
報
道
（
八
枚
）
巻
頭
辞
　	

　（
一
）

建
国
に
つ
い
て
の
回
想
　	

　（
三
）

真
実
と
幸
運
　	

　（
二
〇
）

物
資
が
乏
し
く
な
れ
ば
人
に
福
が
増
え
る
　	

　（
一
五
）

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
市
で
の
戦
記
　	

　（
九
二
）

ア
メ
リ
カ
と
イ
ギ
リ
ス
の
実
情
　	

　（
三
四
）

困
難
に
陥
っ
て
い
る
ソ
ビ
エ
ト
の
実
態
　	

　（
四
二
）

ア
ジ
ア
の
歴
史
（
中
）　	

　（
二
六
）

現
在
の
モ
ン
ゴ
ル
の
状
況
　	

　（
一
一
九
）

農
産
物
の
恵
み
と
用
途
　	

　（
六
〇
）

宇
宙
の
成
り
立
ち
　	

　（
一
五
四
）

乳
児
に
つ
い
て
の
学
問
　	

　（
一
四
二
）

詩
一
二
月
八
日
　

　 	

　（
一
八
）　
日
本
の
陸
軍
　

　 	

　（
一
三
〇
）　
　
　  

ウ
ル
（
六
六
）

各
種
船
に
つ
い
て
の
説
明
　	

　（
八
）

農
家
を
支
援
す
べ
き
　	

　（
五
七
）

モ
ン
ゴ
ル
の
お
化
け
話
　	

　（
八
二
）

ダ
ラ
イ
ラ
マ
の
生
ま
れ
変
わ
り 

　	

　（
八
八
）

人
口
は
国
の
源
　	

　（
四
六
）

チ
チ
ハ
ル
と
い
う
名
称
の
由
来
　	

　（
九
〇
）

室
内
衛
生
　	

　（
一
四
八
）

笑
い
話
　	

　（
四
九
）

漫
画
　	

　（
三
三
）

モ
ン
ゴ
ル
語
名
詞
の
省
略
法
　	

　（
一
八
〇
）

日
蒙
会
話
解
説
　	

　（
一
八
五
）

子
供
の
話

　
戦
友
　	

　（
一
三
二
）

『
大
青
旗
』
第
二
号
（
第
一
巻
第
二
号
）
目
次
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小
さ
な
駅
の
子
ス
ズ
メ
の
巣
　	

　（
六
八
）

　
春
を
告
げ
る
鳥
　	

　

訳
江
竜
龍
太
郎
［
宇
野
浩
二
作
］　
　（
七
六
）

　
南
洋
の
若
者
た
ち
　	

　（
一
〇
八
）

（
小
説
）
去
っ
た
　	

　

エ
ル
デ
ム
ト
ゥ
グ
ス
　
　（
五
〇
）

（
実
話
）
国
軍
の
威
勢
　	

　（
一
一
三
）

森
林
の
中
を
歩
く
軍
人
た
ち
　	

　（
一
〇
二
）

（
ド
イ
ツ
の
小
説
）
美
少
女
　	

　（
一
六
〇
）

編
集
後
記
　	

　

目
次
デ
ザ
イ
ン
ナ
イ
ラ
ム
ド
ー
　（
一
九
二
）

『
大
青
旗
』
三
号
（
第
一
巻
第
三
号
）
康
徳
⼗
年
五
月
⼗
五
日
発
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 �

表
表
紙
（
右
）・
裏
表
紙
（
左
）



─ 430 ─

『
大
青
旗
』
三
号
（
第
一
巻
第
三
号
）
目
次
（
邦
訳
）

表
紙
「
継
続
的
攻
撃
」　	

　

絵
ナ
イ
ラ
ム
ト

巻
頭
辞
　	

　（
一
）

決
戦
の
戦
略
　	

　（
三
）

旗
長
ら
に
期
待
す
る
こ
と
　	

　

ボ
ヤ
ン
マ
ン
ド
フ
　
　
　（
七
）

決
戦
の
戦
略
を
実
行
せ
よ
　	

　（
一
〇
）

南
洋
で
の
戦
争
に
つ
い
て
　	

　（
三
〇
）

ア
メ
リ
カ
軍
と
イ
ギ
リ
ス
軍
を
殺
し
、
英
雄
た
ち
に
復
讐
せ
よ
　	

　（
四
二
）

日
本
海
で
の
戦
争
に
つ
い
て
　	

　（
五
六
）

ソ
ビ
エ
ト
は
他
の
民
族
を
抑
圧
し
て
い
る
　	

　（
六
四
）

落
下
傘
　	

　（
一
一
四
）

乳
幼
児
の
育
て
方
　	

　

マ
ー
ニ
ジ
ャ
ブ
　
　（
八
三
）

世
界
の
陸
と
水
　	

　（
九
八
）

読
者
か
ら
の
投
稿

　
五
つ
の
大
陸
の
名
前
の
由
来
　	

　

ブ
ル
グ
ド
　
　（
九
〇
）

　
モ
ン
ゴ
ル
と
い
う
名
の
意
味
　	

　

イ
デ
ル
ア
ル
ス
ラ
ー
ン
　
　（
五
三
）

　
ジ
ャ
ラ
ン
屯
記
　	

　

ニ
メ
ド
　
　（
二
五
）

　
小
説
鼻
　	

　

訳
江
竜
龍
太
郎
［
茶
川
龍
之
介
作
］　（
一
二
八
）

ア
ジ
ア
簡
史
（
下
）　	

　（
一
〇
二
）

軍
の
強
さ
は
訓
練
に
あ
り
　	

　（
一
九
）

線
香
で
時
間
を
計
る
こ
と
　	

　（
九
五
）

質
問
コ
ー
ナ
ー
　	

　（
九
七
）

紙
を
造
る
知
識
　	

　（
一
四
〇
）

豆
知
識
　	

　（
一
四
一
）

詩
馬
養
の
子
　	

　（
五
四
）

新
聞
は
戦
争
の
武
器
　	

　（
五
二
）

日
蒙
会
話
解
説
　	

　（
一
五
五
）

ア
ヘ
ン
戦
争
　	

　

大
青
旗
編
集
室
絵
イ
ト
ゲ
ル
ト
　
　（
六
八
）

美
少
女
　	

　

モ
ン
ゴ
ル
語
訳
デ
チ
ン
　
　
絵
ナ
イ
ラ
ム
ト
　（
一
四
二
）

『
大
青
旗
』
三
号
（
第
一
巻
第
三
号
）
目
次
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『
大
青
旗
』
第
四
号
（
第
一
巻
第
四
号
）
目
次

『
大
青
旗
』
第
四
号
（
第
一
巻
第
四
号
）
康
徳
⼗
年
七
月
⼗
五
日
発
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 �

表
表
紙
（
右
）・
裏
表
紙
（
左
）
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『
大
青
旗
』
第
四
号
（
第
一
巻
第
四
号
）
目
次
（
邦
訳
）

表
紙
「
少
女
」　	

　

絵
ナ
イ
ラ
ム
ト

巻
頭
辞
　	

　（
一
）

必
勝
の
た
め
に
資
産
を
増
や
そ
う
　	

　（
三
）

必
勝
の
た
め
の
有
効
な
戦
略
　	

　（
四
）

戦
い
の
時
間
節
約
　	

　（
七
）

日
本
海
軍
の
賛
歌
　	

　（
一
八
）

潜
水
艦
隊
の
戦
闘
に
つ
い
て
の
議
会
　	

　（
二
〇
）

新
中
国
の
治
政
状
況
　	

　（
三
六
）

詩
山
登
り
　	

　（
一
四
）

流
れ
星
　	

　（
一
三
二
）

笑
い
話
喜
び
の
顔
　	

　（
四
二
）

興
安
高
等
学
校
の
女
子
生
徒
の
本
社
取
材
　	

　（
一
二
三
）

再
興
す
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
戦
争
で
戦
う
女
子
　	

　（
四
三
）

鉄
不
足
の
イ
ギ
リ
ス
　	

　（
四
七
）

外
モ
ン
ゴ
ル
国
の
哀
れ
な
情
勢
　	

　（
二
八
）

移
り
か
わ
る
季
節
　	

　（
一
六
）

帝
国
の
施
し
に
感
謝
せ
よ
　	

　（
二
五
）

熱
河
館
見
学
感
想
　	

　

絵
モ
リ
　
　（
四
八
）

南
国
旅
行
記
　	

　

絵
モ
リ
　
　（
五
〇
）

人
間
と
文
化
　	
　（
五
七
）

共
栄
圏
と
船
　	

　

大
青
旗
編
集
室
　
　（
三
〇
）

東
京
へ
向
か
う
途
中
　	

　

チ
ョ
ク
チ
ラ
ン
　
　（
六
五
）

我
々
若
者
の
知
る
こ
と
と
す
る
こ
と
　	

　

ラ
シ
ジ
ョ
ン
ナ
イ
　
　（
六
六
）

賢
者
の
話
　	

　（
六
七
）

蹄
の
音
　	

　

バ
ル
バ
ル
・
ジ
ュ
ン
ユ
ー
　
　（
六
八
）

南
方
の
事
情 

炊
飯
で
時
間
を
計
る
　	

　（
七
三
）

前
世
の
行
為
が
今
世
報
わ
れ
る
　	

　（
七
四
）

悲
し
み
か
ら
咲
い
た
花
　	

　

エ
ル
デ
ム
ト
作
・
絵
イ
ト
ゲ
ル
ト
　
　（
七
八
）

物
と
金
　	

　（
八
六
）

亀
と
象
　	

　（
五
八
）

戦
争
に
必
要
な
馬
　	

　（
九
〇
）

逃
げ
た
月
の
物
語
　	

　（
六
〇
）

ア
ル
バ
ト
長
に
就
任
で
き
な
か
っ
た
こ
と
　	

　（
八
八
）

サ
ル
と
蛍
の
戦
い
　	

　（
六
一
）

安
産
と
育
児
　	

　

マ
ー
ニ
ジ
ャ
ブ
　
　（
九
四
）

学
生
向
け
の
コ
ラ
ム

　
少
女
達
の
豆
知
識
　	

　（
一
〇
九
）

　
学
生
時
代
と
嫁
に
な
る
時
　	

　

オ
ド
ン
ゲ
レ
ル
　（
一
一
〇
）

　
歩
く
力
の
重
要
性
　	

　

大
青
旗
編
集
室
　（
一
二
四
）

　
五
大
州
の
山
と
高
地
の
名
称
　	

　（
一
三
六
）

　
夜
の
練
習
　	

　（
一
二
〇
）

　
太
陽
の
光
と
石
炭
の
火
　	

　（
一
三
四
）

ア
イ
ラ
グ
［
馬
乳
］
で
子
供
の
下
痢
を
治
す
方
法
　	

　（
四
七
）

家
庭
で
の
治
療
法
　	

　（
九
一
）

肺
炎
の
治
療
法
　	

　（
一
〇
六
）

オ
ル
チ
ョ
ン
族
に
つ
い
て
　	

　（
一
一
二
）

宮
本
武
蔵
の
物
語
　	

　

吉
川
英
治
作
　
マ
ー
ニ
ジ
ャ
ブ
訳
　（
一
四
〇
）

宮
本
武
蔵
に
つ
い
て
の
解
説
　	

　（
一
五
〇
）

日
蒙
会
話
　	

　（
一
五
二
）

編
集
後
記
　	

　（
一
五
八
）
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『
大
青
旗
』
第
五
号
（
第
一
巻
第
五
号
）
目
次
（
邦
訳
）

表
紙
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

絵
ナ
イ
ラ
ム
ト

巻
頭
辞
　	

　（
一
）

モ
ン
ゴ
ル
人
の
生
活
と
家
畜
　	

　（
三
）

モ
ン
ゴ
ル
草
原
の
夢
　	

　（
一
〇
）

興
安
モ
ン
ゴ
ル
再
興
の
歴
史
　	

　（
一
四
）

モ
ン
ゴ
ル
の
牧
畜
政
策
　	

　（
二
〇
）

内
モ
ン
ゴ
ル
観
光
記
　	

　（
二
五
）

要
人
　	

　（
三
六
）

戦
闘
力
の
増
加
　	

　（
三
九
）

酒
に
つ
い
て
　	

　（
八
六
）

火
山
と
は
　	

　（
八
二
）

敵
軍
に
聞
い
た
海
上
戦
　	

　（
五
五
）

蓄
積
で
敵
を
破
れ
　	

　（
六
〇
）

安
産
と
育
児
法
　	

　（
六
四
）

地
球
の
牽
引
力
　	

　（
七
六
）

自
然
に
栄
え
る
こ
と
　	

　（
九
〇
）

（
詩
）
ニ
ャ
ン
シ
コ
ァ
ン
　	

　（
一
九
）

集
団
力
と
民
族
性
　	
　（
一
一
六
）

開
明
者
の
ナ
サ
ン
ム
ン
フ
氏
　	
　（
一
一
九
）

わ
が
田
舎
の
村
　	
　（
一
一
七
）

科
学
に
つ
い
て
の
質
問
コ
ー
ナ
ー
　	

　（
五
二
）

小
説

　
ホ
ン
ホ
ル
ゾ
ル
娘
従
軍
の
劇
　	

　

エ
ル
デ
ム
ト
ゥ
グ
ス
　
　（
九
二
）

　
宮
本
武
蔵
　
翻
訳
　	

　

訳
マ
ー
ニ
ー
ジ
ャ
ブ
　
　（
九
九
）

仏
教
青
年
大
会
の
状
況
　	

　

チ
ェ
ン
シ
ェ
ン
　（
一
一
〇
）

ラ
マ
僧
が
グ
レ
ム
儀
式
を
行
う
理
由
　	

　（
一
三
〇
）

日
蒙
会
話
解
説
　	

　（
一
三
七
）

編
集
後
記
　	

　（
一
四
四
）

『
大
青
旗
』
第
六
号
（
第
一
巻
第
六
号
）
康
徳
⼗
年
⼗
一
月
⼗
五
日
発
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 �

表
表
紙
（
右
）・
裏
表
紙
（
左
）
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『
大
青
旗
』
第
六
号
（
第
一
巻
第
六
号
）
目
次
（
邦
訳
）

表
紙
「
モ
ン
ゴ
ル
の
子
供
」　
　		

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

絵
イ
テ
ゲ
ル
ト

巻
頭
辞
　	

　（
一
）

な
ぜ
公
務
に
励
む
の
か
　	

　（
七
）

安
産
と
育
児
法
　	

　（
八
四
）

家
畜
を
繁
殖
さ
せ
よ
う
　	

　（
一
二
）

家
畜
を
改
良
す
る
目
的
　	

　（
三
四
）

決
戦
と
各
種
製
品
の
増
産
　	

　（
二
二
）

モ
ン
ゴ
ル
人
と
教
育
　	

　

チ
ョ
ロ
ン
　（
一
三
〇
）

努
力
は
素
晴
ら
し
い
こ
と
　	

　（
二
六
）

南
方
諸
国
の
訪
問
記
　	

　（
五
六
）

い
く
つ
か
の
知
識
　	

　（
九
六
）

二
つ
の
こ
と
　	

　（
一
二
六
）

重
要
な
評
論
　	

　（
一
四
八
）

天
の
音
と
地
の
音
　	

　（
二
〇
）

ユ
ー
モ
ア
の
あ
る
詩
　	

　（
四
九
）

笑
い
話
　	

　（
五
〇
）

少
年
た
ち
の
テ
ス
ト
コ
ー
ナ
ー
　	

　（
五
一
）

幼
児
の
遊
び
　	

　（
六
五
）

我
々
も
国
を
守
ろ
う
　	

　

絵
ナ
イ
ラ
ム
ト
　
　（
四
四
）

ジ
ャ
ラ
イ
湖
を
観
光
し
た
記
録
　	

　（
三
〇
）

草
原
で
遊
ぶ
こ
と
　	

　（
五
二
）

冬
至
に
つ
い
て
の
説
明
　	

　（
七
〇
）

氷
の
科
学
的
研
究
　	

　（
七
五
）

卵
に
つ
い
て
の
調
査
　	

　（
七
八
）

顔
が
似
て
い
る
　	

　（
一
二
九
）

詩
地
図
　	

　（
三
三
）

ア
ジ
ア
の
た
め
に
　	

　（
四
三
）

満
洲
国
全
協
議
会
　	

　

ブ
ル
グ
ド
　（
一
三
八
）

興
安
学
校
の
十
周
年
記
念
　	

　

マ
ー
ニ
ジ
ャ
ブ
　（
一
〇
四
）

『
大
青
旗
』
第
六
号
（
第
一
巻
第
六
号
）
目
次
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国
家
の
繁
栄
は
国
民
の
苦
労
か
ら
な
る
　	

　（
九
八
）

食
糧
の
基
地
と
し
て
の
満
洲
国
　	

　（
一
〇
三
）

宮
本
武
蔵
　	

　

吉
川
英
治
作
　 

マ
ー
ニ
ジ
ャ
ブ
訳
　（
一
一
三
）

漠
南
（
ゴ
ビ
の
南
）
の
青
年
の
涙
　	

　

エ
ル
デ
ム
ト
ウ
グ
ス
　（
一
五
二
）

日
蒙
会
話
解
説
　	

　（
一
五
八
）

編
集
後
記
　	

　（
一
六
四
）

『
大
青
旗
』
第
七
号
（
第
二
巻
第
一
号
）
康
徳
⼗
一
年
一
月
⼗
五
日
発
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 �

表
表
紙
（
右
）・
裏
表
紙
（
左
）
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『
大
青
旗
』
第
七
号
（
第
二
巻
第
一
号
）
目
次
（
邦
訳
）

表
紙
「
ペ
ル
シ
ア
語
の
本
に
記
録
さ
れ
た
モ
ン
ゴ
ル
兵
」　
　		

　
　

絵
ナ
イ
ラ
ム
ト

巻
頭
辞
　	

　（
一
）

戦
友
別
盃
の
歌
（
日
本
語
）　	

　

大
木
惇
夫
　
　
　（
二
）

四
季
と
大
戦
　	

　

デ
チ
ン
　
　
　（
六
）

興
安
総
省
の
建
設
に
お
い
て
あ
る
べ
き
認
識
と
責
務
　	

　

チ
ョ
ロ
ン
バ
ー
ト
ル
　（
一
一
六
）

大
陸
上
の
国
防
策
　	

　（
一
一
〇
）

南
国
紀
行
記
　	

　（
一
〇
）

子
供
の
話

　
笠
地
蔵
　	

　

絵
ナ
イ
ラ
ム
ト
　
　（
二
二
）

　
ス
パ
イ
と
は
こ
う
い
う
も
の
で
あ
る
　	

　

絵
ナ
イ
ラ
ム
ト
　
　（
三
〇
）

　
我
々
の
努
力
　	

　（
二
〇
）

　
北
風
よ
、
吹
け
　	

　

シ
ネ
ト
ゲ
ル
ト
　
　（
三
八
）

　
夢
　	

　

ノ
ム
ホ
ン
テ
ィ
ブ
　
　（
二
八
）

　
詩
仕
事
を
す
る
学
生
た
ち
　	

　（
五
二
）

　
私
た
ち
の
目
と
カ
メ
ラ
の
レ
ン
ズ
　	

　（
二
六
）

　
考
え
て
み
な
さ
い
　	

　（
五
四
）

　
占
い
の
質
問
　	

　（
四
〇
）

　
空
を
飛
ぶ
袋
　	

　

絵
イ
ト
ゲ
ル
ト
　
　（
五
六
）

安
産
と
育
児
法
　	

　（
九
〇
）

一
粒
の
米
　	

　（
三
五
）

質
問
コ
ー
ナ
ー
　	

　（
五
〇
）

若
者
た
ち
を
教
育
す
る
先
生
へ
の
奨
励
　	

　（
四
五
）

モ
ン
ゴ
ル
文
字
の
教
育
　	

　（
四
六
）

ホ
ロ
ン
バ
イ
ル
の
朝
（
日
本
語
）　	

　

ウ
ル
ト
ン
ゴ
ワ
　
　（
四
七
）

体
を
丈
夫
に
す
る
　	

　（
八
〇
）

大
東
亜
戦
争
に
み
ん
な
奮
起
せ
よ
　	

　（
四
八
）

モ
ン
ゴ
ル
人
学
生
の
集
会
　	

　（
八
二
）

タ
バ
コ
に
つ
い
て
　	

　

ギ
ー
グ
レ
グ
チ
　
　（
六
一
）

世
界
の
大
河
と
川
の
名
称
　	

　（
八
六
）

『
大
青
旗
』
第
七
号
（
第
二
巻
第
一
号
）
目
次
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モ
ン
ゴ
ル
の
結
婚
式
で
の
祝
辞
　	

　（
一
二
九
）

モ
ン
ゴ
ル
の
伝
統
的
な
童
話
の
変
化
　	

　（
一
三
三
）

二
人
の
英
雄
の
物
語
　	

　

絵
ナ
イ
ラ
ム
ト
　
　（
六
六
）

宮
本
武
蔵
　	

　

作
者
吉
川
英
治
　
絵
イ
テ
ゲ
ル
ト
　（
一
四
一
）

日
蒙
会
談
解
説
　	

　（
一
五
七
）

編
集
後
記
　	

　（
一
六
四
）

『
大
青
旗
』
第
八
号
（
第
二
巻
第
二
号
）
康
徳
⼗
一
年
三
月
⼗
五
日
発
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 �

表
表
紙
（
右
）・
裏
表
紙
（
左
）
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『
大
青
旗
』
第
八
号
（
第
二
巻
第
二
号
）
目
次
（
邦
訳
）

表
紙
「
モ
ン
ゴ
ル
人
少
女
」　
　
　
　
　
　
　
　
　		

　
　

　

絵
イ
ト
ゲ
ル
ト

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
の
絵
　

　
　
　
　
　
　
　		

　
　（
モ
ン
ゴ
ル
の
子
供
と
兵
士
）

海
外
に
留
学
す
る
モ
ン
ゴ
ル
人
学
生
の
役
目
　	

　

ハ
ー
フ
ォ
ン
ガ
ー
　
　
　（
一
）

モ
ン
ゴ
ル
語
訳
「
戦
友
別
盃
の
歌
」　	

　

ア
ル
バ
ジ
ン
　
　（
一
二
）

「
旗
」
と
い
う
詩
の
モ
ン
ゴ
ル
語
訳
を
公
募
す
る
　	

　

藤
原
伸
二
　
　（
一
五
）

増
産
だ
け
に
満
足
で
き
ず
　	

　（
一
六
）

戦
時
朗
報
の
力
　	

　（
一
八
）

南
国
紀
行
記
（
四
）　	

　（
二
四
）

ホ
ン
ホ
ル
娘
従
軍
の
劇
　	

　（
三
二
）

安
産
と
育
児
法
　	

　（
四
〇
）

北
疆
保
護
に
つ
い
て
の
問
答
　	

　（
五
二
）

植
物
を
育
て
る
土
　	

　（
五
八
）

不
思
議
な
水
質
　	

　（
六
二
）

新
発
見
の
鳥
　	

　（
六
五
）

風
が
発
生
す
る
原
理
　	

　（
八
四
）

中
国
と
モ
ン
ゴ
ル
を
属
国
に
し
よ
う
と
し
た
ア
メ
リ
カ
の
書
簡
を
見
よ
　	

　（
七
九
）

ア
メ
リ
カ
人
、
イ
ギ
リ
ス
人
と
コ
ー
ヒ
ー
　	

　（
三
一
）

モ
ン
ゴ
ル
文
字
に
つ
い
て
　	

　（
八
〇
）

作
文
の
方
法
　	

　（
八
六
）

雑
誌
を
読
も
う
　	

　（
九
〇
）

昔
か
ら
あ
っ
た
知
っ
て
お
く
べ
き
韻
文
　	

　（
九
二
）

蒙
旗
と
盟
の
起
源
　	

　

シ
ネ
ド
ゲ
ル
ト
　
　（
九
六
）

新
年
を
迎
え
る
決
意
　	

　（
五
〇
）

宮
本
武
蔵
　	

　

吉
川
英
治
作
　
マ
ー
ニ
ジ
ャ
ブ
訳
　
　（
六
七
）

日
蒙
会
話
解
説
　	

　（
一
二
二
）

編
集
後
記
　	

　（
一
六
四
）

『
大
青
旗
』
第
八
号
（
第
二
巻
第
二
号
）
目
次



─ 440 ─

『
大
青
旗
』
第
九
号
、
第
一
〇
号
、
第
一
二
号�

　（
下
段
三
冊
）

『
大
青
旗
』
第
一
三
号
（
第
三
巻
第
一
号
）
康
徳
⼗
二
年
一
月
⼗
五
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 �

表
表
紙
（
右
）・
裏
表
紙
（
左
）

（撮影　フフバートル）
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大
青
旗
第
一
三
号
（
第
三
巻
第
一
号
）
目
次
（
邦
訳
）

表
紙
（
モ
ン
ゴ
ル
の
少
女
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　		

　
　

絵
イ
ト
ゲ
ル
ト

巻
頭
辞
　	

　（
一
）

張
総
理
が
役
人
た
ち
に
指
示
し
た
こ
と
ば
　	

　（
六
）

大
東
亜
戦
争
と
モ
ン
ゴ
ル
民
族
　	

　（
一
〇
）

家
畜
と
畜
産
品
の
統
一
管
理
　	

　

農
業
部
　
　（
一
六
）

陳
バ
ル
ガ
旗
の
シ
ャ
マ
ニ
ズ
ム
の
由
来
に
関
す
る
伝
説
　	

　

ジ
ャ
ム
ヤ
ン
ダ
ム
バ
ー
　
　（
二
二
）

モ
ン
ゴ
ル
旗
下
行
政
の
調
整
要
網
　	

　（
二
八
）

我
が
国
の
植
林
計
画
　	

　（
三
〇
）

南
国
旅
行
記
（
そ
の
九
）　	

　（
三
四
）

安
定
的
な
原
型
　	

　（
四
八
）

最
低
に
し
て
最
高
の
道
［
筆
者
注
　
日
本
語
］　	

　（
一
五
）

空
の
戦
場
　	

　（
五
六
）

木
の
鈴
　	

　（
七
四
）

風
・
雨
・
雪
（
風
の
会
話
）　	

　（
五
〇
）

宇
宙
起
源
の
概
説
　	

　（
七
〇
）

人
間
の
教
養
に
密
接
に
関
わ
る
こ
と
　	

　（
八
七
）

検
定
さ
れ
た
青
旗
の
用
語
集
　	

　（
一
〇
四
）

小
説

　
山
椒
大
夫
　	

　

江
竜
龍
太
郎
［
森
鴎
外
作
］　
　（
五
八
）

　
新
し
い
勢
力
　	

　（
七
六
）

　
旅
を
す
る
若
者
た
ち
　	

　

マ
ー
ニ
ジ
ャ
ブ
　
　（
九
〇
）

後
向
い
て
悲
し
ん
だ
　	

　

エ
リ
フ
ゥ
　
　（
四
六
）

日
本
の
ニ
ュ
ー
ス
　	

　（
一
〇
三
）

三
つ
の
難
問
　	

　（
一
五
六
）

賢
い
人
の
物
語
　	

　（
一
五
五
）

編
集
後
記
　	

　（
一
五
八
）

満
洲
帝
国
喇
嘛
教
団
体
辞
典
　	

　（
一
一
五
）

『
大
青
旗
』
第
一
三
号
（
第
三
巻
第
一
号
）
目
次
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本
資
料
紹
介
で
は
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学The Lattim

ore Collection, the Fac-
ulty of A

sian and M
iddle Eastern Studies

所
蔵
の
、
一
九
四
三
年
に
満
洲
国

で
創
刊
さ
れ
た
モ
ン
ゴ
ル
語
雑
誌Y

eke köke tuɣ

（『
大
青
旗
』）
の
第
一
号
か
ら
第

八
号
、
第
一
三
号
の
表
紙
と
目
次
の
画
像
及
び
筆
者
に
よ
る
目
次
の
日
本
語
訳
を
掲
載

し
、
同
大
学
所
蔵
の
青
旗
社
編
『
大
東
亜
戦
争
』（Y

eke ȷ̌egün azi-a-yin bay-
ilduɣan

）
の
表
表
紙
と
奥
付
を
掲
載
し
た
。
日
本
軍
の
敗
戦
、
ま
た
は
終
戦
が
近
づ

い
て
い
た
時
期
の
刊
行
で
も
あ
り
、
戦
時
情
勢
に
つ
い
て
日
本
軍
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
や

戦
争
へ
の
支
持
、支
援
、理
解
を
求
め
た
内
容
が
多
く
、そ
れ
は
日
本
語
か
ら
の
翻
訳
だ

け
で
な
く
、
モ
ン
ゴ
ル
人
が
書
い
た
文
章
に
も
多
く
見
ら
れ
た
。
興
味
深
い
例
と
し
て
、

第
五
号
の
「
ホ
ン
ホ
ル
ゾ
ル
娘
従
軍
の
劇
」
と
第
八
号
の
「
ホ
ン
ホ
ル
娘
従
軍
の
劇
」
が

挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
二
つ
の
文
章
は
作
者
名
が
異
な
る
「
同
名
」
の
作
品
で
あ
る
が
、

当
時
の
内
モ
ン
ゴ
ル
の
文
学
で
は
ま
だ
少
な
か
っ
た
「
劇
」
形
式
で
書
か
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
読
者
に
と
っ
て
は
他
の
表
現
手
段
に
比
べ
て
新
鮮
で
も
あ
り
宣
伝
効
果
も
高

か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
二
作
は
と
も
に
チ
ン
ギ
ス
・
ハ
ー
ン
時
代
の
モ
ン
ゴ
ル
の
歴
史
を

下
敷
き
に
、
女
性
の
従
軍
を
奨
励
し
て
お
り
、
モ
ン
ゴ
ル
の
歴
史
物
語
に
日
本
軍
に
と

っ
て
の
現
実
的
意
義
を
重
ね
て
い
た
点
で
共
通
性
を
も
ち
、
今
後
の
研
究
テ
ー
マ
と
し

て
は
た
い
へ
ん
ユ
ニ
ー
ク
な
資
料
に
な
る
。
こ
れ
は
一
例
に
す
ぎ
な
い
が
、
本
稿
に
掲

載
さ
れ
た
資
料
は
モ
ン
ゴ
ル
研
究
に
お
け
る
多
く
の
分
野
に
と
っ
て
利
用
価
値
が
高
い
。

今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
ま
ず
こ
れ
ま
で
の
『
大
青
旗
』
誌
研
究
で
利
用
さ
れ
て
い

な
い
各
号
の
内
容
を
吟
味
、
検
討
し
モ
ン
ゴ
ル
人
の
文
学
作
品
を
は
じ
め
、
青
旗
社
の

編
集
者
と
し
て
数
多
く
の
文
章
を
執
筆
し
、
膨
大
な
量
の
日
本
語
の
書
籍
、
文
章
を
モ

ン
ゴ
ル
語
に
翻
訳
し
た
マ
ー
ニ
ジ
ャ
ブ
の
文
筆
活
動
に
つ
い
て
調
査
を
す
る
。
ま
た
、

一
九
四
一
年
か
ら
満
洲
国
駐
日
本
大
使
館
学
務
処
で
理
事
官
を
務
め
て
い
た
ハ
ー
フ
ォ

ン
ガ
ー
が
執
筆
し
たqari-dur saɣuȷ̌u surqu m

ongɣul suraɣčid-un egürge 
（
海
外
に
留
学
す
る
モ
ン
ゴ
ル
人
学
生
た
ち
の
役
目
）（
漢
語
か
ら
の
翻
訳
―
筆
者
）
な
ど
、
内

モ
ン
ゴ
ル
の
現
代
史
に
か
か
わ
る
資
料
な
ど
を
分
析
す
る
。

最
後
に
資
料
を
ご
提
供
下
さ
っ
た
各
位
に
重
ね
て
深
く
御
礼
申
し
上
げ
る
。

本
論
文
は
独
立
行
政
法
人
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究
（
Ｃ
）
研
究

課
題
番
号 18 K

00586

「
現
代
モ
ン
ゴ
ル
語
書
き
こ
と
ば
の
形
成
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に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部

で
あ
る
。 

（
フ
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バ
ー
ト
ル
　
　
現
代
教
養
学
科
）

『
大
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